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吉見町 宮﨑町長のごあいさつ

本日は、令和５年度の「NPO法人フードバンクよしみ・かわじま」の通常

総会が、多くの委員の皆様の参加のもと、開催できますことに、心からお祝

い申し上げます。新型コロナウィルス感染症の影響が長引く中、混乱するウ

クライナ情勢に端を発した原油価格・物価高騰等により、町民の生活や地域

経済に大きな影響をおよぼしています。このような中、食品ロスに貢献し、

食品を必要としている方 に々食品支援をしていただいておりますことに改め

て敬意を表します。

皆様が行っていただいている活動は、生活困窮者の暮らしを支え、地域に

おける見守りや支えあい活動の充実につながる大変重要な活動であります。

当町におきましても、令和３年度より、第六次吉見町総合振興計画の将来

像を「未来へつなぐ みんなで安心して暮らせるまち よしみ ２０年先へ

の種まき」と掲げ、吉見町に関わる様々 な人たちが、皆で考え、助け合い、

それぞれの幸せを実感しながら、安心して暮らせるまちづくりの実現に職員

一丸となって取組んでおるところでございます。

新型コロナウィルスの感染症法上の位置づけについては、令和５年５月８

日以降、季節性インフルエンザと同じ「５類感染症」に引き下げられており

ます。これまで、新型コロナウィルス感染防止対策に多大なるご理解、ご協

力をいただきましたことに厚く御礼申し上げます。しかしながら、ウィルス

の脅威が無くなったわけではございません。ワクチン接種につきましても始

まっております。引き続き、感染防止対策にご協力をお願い申し上げます。

結びに、NPO法人フードバンクよしみ・かわじまの限りないご発展とご臨

席の皆様のますますのご活躍を祈念申し上げ、あいさつとさせていただきます。

吉見町 大澤教育長のごあいさつ

日 頃よ り 、 町 の 教 育行 政 に ご 理 解と ご 協 力 を い ただ い て お り ま すこ

と に、 厚 く感 謝 を申 し 上げ ま す。 ま た、 食 品 ロス を 有効 活 用 し、 フ ード

バ ンク 活 動に 取 り組 ん でお ら れる こ とは 、 社 会的 課 題に 対 す る真 摯 なお

取 り組 み であ る と認 識 をい た して お りま す と 同時 に 、こ こ に 敬意 と 感謝

を 重ね て申 し 上げ る 次第 であ り ます 。

さて 、 人類 の 脅威 は 「飢 餓 ・疫 病 ・紛 争 」 の三 つ だと 評 さ れて い ます 。

人 類の 進 化と と もに こ うし た 課題 は 、す べ て 克服 さ れた か の よう に 錯覚

を して い るわ た くし た ちが い ます 。 食糧 問 題 、新 た な感 染 症 への 不 安、

国 と国 と の紛 争 、今 ま さに 三 つの 脅 威に さ ら され な がら 、 日 々刻 々 と変

化す る世 界 がリ ア ルタ イム で 目の 前 に展 開さ れ てい ま す。

そ う した 中 で、 フ ード バ ンク よ しみ ・ か わじ ま の取 組 は 、食 の 安心 を

確保 し て、 人 と人 を つな ぐ 貴重 な 活動 で あ ると 認 識を 新 た にし た とこ ろ

でご ざ いま す 。ま た 、教 育 委員 会 とい た し まし て も、 食 育 教育 を 推進 す

る立 場 から 、 今後 の 貴会 の 活動 が さら に 充 実・ 発 展さ れ ま すこ と を大 い

にご 期待 を 申し 上 げま す。

結 び に、 フ ード バ ンク よ しみ ・ かわ じ ま のさ ら なる ご 発 展と ご 参会 の

皆様 方 のご 健 勝を 衷 心よ り ご祈 念 を申 し 上 げ、 通 常総 会 の ご挨 拶 とさ せ

てい ただ き ます 。 本日 は誠 に おめ で とう ござ い まし た 。

吉見町 新井社会福祉協議会会長のごあいさつ

皆様には、平素から、社会福祉協議会の事業に対し、特段のご支援・ご協

力をいただいておりますことに、厚くお礼を申し上げます。特に、今年の２

月に社協で実施したフードパントリーでは、皆様に食品の提供から当日の配

布・運営に至るまで、多大なるご協力をいただくとともに、その後の定期的

な食料支援により、多くの住民の方 に々寄り添い、地域福祉を支える活動と

なっていることに、心から感謝を申し上げます。

さて、昨年来のウクライナ情勢により世界的な食糧危機が続いています。

国内でも様々 な食品の値上げが続き、暮らしは益々 厳しさを増しています。

そのような社会情勢においても、本来安全に食べられる食品が大量に廃棄さ

れる状況が続いており、食品ロスの削減と食料支援が大きな社会的課題となっ

ています。2020年度の統計では、日本の食品ロスは年間約522万トン、一

人当たり１日約113ｇ、茶碗一杯分のご飯が捨てられている計算になります

このような中で、廃棄されてしまう食品の無駄を減らし、支援を必要とし

ている人に分け、食べられる食品を有効に活用するという貴法人の役割の大

きさに敬意を表する次第です。

社協といたしましても、コロナ禍により生活困窮世帯などへの支援が益々

深刻化する中で、支援が必要な方々 に食品を届けることで、自立を支援する

地域ネットワークづくりが重要であると考えております。今後もフードバン

ク事業の推進とともに、社協との連携・協力をお願い申し上げます。

結びに、「NPO法人フードバンクよしみ・かわじま」の益々 の発展と、だ

れもが毎日、安心して「いただきます」と言えるような社会の実現を祈念申

し上げまして、お 祝 いの あい さ つと さ せて いた だ きま す 。

川島町 飯島町長(社会福祉協議会会長)、関口教育長のメッセージ

NPO法人フードバンクよしみ・かわじま通常総会の開催にあたり、心よりお

祝い申し上げます。公務のため出席することができず、メッセージという形で

お祝いの気持ちをお届けさせていただきます。

さて、フードバンクは、食品ロスの削減とともに、生活困窮者への食糧支援

という社会福祉的な側面も有する大変意義のある活動であり、近頃では「SDGs」

への取り組みが広がり、フードバンクに対する社会の関心が高まってきており

ます。そのような状況下において、NPO法人フードバンクよしみ・かわじまの

皆様が「食のセーフネット」として支援が必要な方に寄り添い、活動を継続、

推進されてますことを、改めて、心より敬意を表します。

世界を見渡してみますと、戦争や内戦などで「食のセーフティネット」が失わ

れている人々 が多くいます。日本においてもコロナ禍や物価高騰の影響で明日

の食べ物にも事欠く方々 が増加している中、“もったいないをありがとう”に

変える皆様の活動が、今後も人と人を結び、お互いを助け合う、食のサイクル

となりますことを期待しております。また、川島町では、資源やエネルギーの

消費をできるだけ減らし、ごみを限りなくゼロにしていくことを目標に、食品

ロスを始め、ごみ処理問題に取り組んでいるところでございます。将来にわたっ

て誰もが安心して暮らせる町を創っていくという変わらぬ想いで、まちづくり

を進めておりますので、皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、NPO法人フードバンクよしみ・かわじまのご発展とご臨席の皆様の

ますますのご活躍を祈念申し上げ、お祝いのメッセージとさせていただきます。

総会には、実出席１９名、書面議決２１名の４０名が
参加しました。
２０２２年度活動報告と決算、２０２３年度計画と予
算について全会一致で承認されました。
吉見町からは、宮﨑町長、大澤教育長、新井社協会長
に、ご来賓としてお越しいただき、私たちフードバンク
の活動を励ましてくださいました。
川島町からは、飯島町長(社協会長)、関口教育長連名の
メッセージを頂戴しました。

フードバンクは、品質は何
ら問題のないものの、やむな
く廃棄されてしまう食品を無
償で提供を受け、支援を必要
としている家庭や福祉分野の
施設、団体に必要な食品を寄
贈し、食べられる食品を有効
に活用する活動です。
設立２年目の2022年度は、
食品の取扱量を高めるために
活動の趣旨に賛同いただける
町民、企業・団体を広げてい
くことに努めてきました。

「食品を集める」という点では、
町内食品企業、学校、団体の協力による継続的な食品提
供、フードドライブの開催、常設箱の設置、また一般家
庭からの食品寄付の活動・フードドライブを２９回おこ
なってきました。これらの活動により、取り扱い食品総
量は１２．３トンとなりました。

「食品を届ける」という点では、無料の食品配布活動・
フードパントリーを１１回開催し、延べ４９０世帯が利
用しました。また、毎月「食品提供依頼」４９世帯(３月
現在)に食品をお届けしています。

食品配布活動・フードパントリーに参加する世帯が増加
しています。一方で食品の値上げが続き、食品寄付が減
少する不安もあります。ふだんの暮らしに困っているご
家庭に食品を届けることができ
るよう、活動の趣旨に賛同いた
だける町民、企業・団体をさら
に広げていきます。とりわけ、
常設箱設置場所を増やすことに
力を入れていきます。
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フードバンクよしみ・かわじま (愛称フードバンクあおぞら)

NPO法人フードバンクよしみ・かわじま

第３回通常総会を開催しました。
５月１７日(水) １３時から１４時

吉見町・西部ふれあいセンター

議案は承認されました。

フードバンク立ち上げから
丸２年が経過しました。

吉見町宮﨑町長ごあいさつ

吉見町大澤教育長ごあいさつ

取り扱い食品総量は
１２．３トンに

１１回開催したフードパントリーには、
４９０世帯が利用

2023年度は、常設箱設置場
所を積極的に広げていきます。

Ⅰ 経常収益計 401,074円

会費、寄付金等 183,074円

助成金 218,000円

Ⅱ 経常費用計 437,291円

人件費 0円

その他の経費 437,291円

Ⅲ．経常外費用(減価償却費) 45,433円

前期正味財産増減額① 219,447円

次期繰越財産額(Ⅰ-Ⅱ-Ⅲ＋①)) 137,797円

2022年度活動計算書


